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ド ヤ の ま ち
寿 町 か ら
ア ー ト を
発 信

パラモデルと一緒にプラレールで遊ぼう

REPORT NEWS
寿公園再整備工事着工！

GALLERY

COLUMN

TOUR

プロデューサーツアー
マンションの空室を改装したKOTO B U K Iオルタナティブスタジオ

や、常設作品が完成したポルトギャラリーなどをめぐりながら、プロ

ジェクトの全容についてご説明します。

[日時] 3月28日（日）15:30～17:30

[案内人] 河本一満（総合プロデューサー）

 橋本誠（プロジェクトディレクター）

その他にも、コアメンバーを中心に様々な案内人によるツアーを展開

しています。予約方法など詳細については専用ブログサイトをご確認

ください。

URL http://arttour.exblog.jp/

▶中崎透さんによる、寿オルタナティブ・ネットワーク／ KOTOBUKI

クリエイティブアクションの看板を兼ねた作品が完成しました。

▶浦田琴恵さんが加藤笑平さんと共に九州から来寿、複数のメン

バーと勉強会や制作活動を行う「寿合宿」準備を進めています。

▶KOTOBUKI オルタナティブ・スタジオ入居者を引き続き募集し

ています。（マンション 4F、26m2、1K 畳、月 2.5 万円、冷房有、電

気・水道有、ガス無）
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神奈川大学曽我部昌史研究室と寿の地域関係者が、2009年より

「寿作戦」ワークショップを通し設計案の検討を重ねてきた、寿公園再

整備計画の工事が始まりました。

普段、サッカーやバザー、炊き出しなど様々な活動の場となる寿公園。

現在のフレキシビリティを維持しつつ、より使いやすい公園にする事が

この再整備計画の目的です。第一期工事の竣工は3月中の予定。寿公

園再整備についての寿作戦ワークショップの模様は寿作戦ブログ

（http://ameblo.jp/kanagawa-univ-kotobuki）にて、ご覧いただけます。

ことぶきセンター保育所にて、アートユニット「パラモデル」によるワー

クショップを行いました。

タカラトミーの玩具「プラレール」を使って、「宇宙の植物」というテーマ

で子供たちに絵を描いてもらいました。最初にパラモデルが設定した

「種」を起点に皆で繋ぎ合わせたレールは、おもちゃや家具の間をぬっ

て、あっという間にホールをはみだし、教室の方へと伸びて行きました。

最後は繋いだレールに電車を走らせて遊びました。子供たちにとって

も、いつもの保育所とは少し

違った楽しい空間になったの

ではないかと思います。パラ

モデルによるワークショップは

2008年に続いて2度目。作

家は寿での新たな作品展開

に向け、検討を始めています。

寿町は不思議な町だ。何故か、人を引き付ける。何か自分にできるこ

とはないか。できることをやってみたくなる。そんな人たちが集まって、

私たちの活動は成り立っている。

空室をリノベーションして、アーティストスタジオとして活用し始めたのが

活動のスタートだった。今ではオーナーと提携して、簡易宿泊所を活用し

たレジデンスやホステルの壁面を使用したギャラリーまで運営している。

町なかでの展開にも広がりが出てきた。神奈川大学曽我部研究室が中心

となって、寿公園や労働福祉会館広場の再整備計画を進めており、まもな

く姿を現してくれるだろう。今後も様々な空間にアプローチしていく予定だ。

アーティストも様々な関わり方をしている。制作活動だけでなく、今回

紹介した越冬闘争など町の活動への自主的な参加が増えてきた。日

常的にアートが生活へと溶け込んでいければいい。まち歩きのツアー

も様々なプログラムが生まれてきた。特に、永年炊き出しを行ってきた

スタッフが行う「おっちゃんツアー」はお勧めだ。 

今後も様々な出会いから、新しい活動が生まれてくるだろう。「つながり」

を大切にしながら、プロジェクトを続けていきたいと思う。寿町とともに自

分も変化していくことを楽しみたい。（河本一満：総合プロデューサー）

KOTOBUKIクリエイティブアクションとは
様々なかたちで文化芸術に携わるアーティストやクリエイター、プロ

デューサーが日本三大ドヤ（簡易宿泊所）街のひとつである横浜・

寿町エリアを舞台として活動する試みです。住人の高齢化が進み、

ドヤの空き室が目立ちはじめた町に独創的な視点を持ち込み、時に

は地域住人と協働しながら様々な活動を展開することで、町の活性

化や、住人と活動家それぞれの自己実現や共生につなげることを目

指しています。

君島彩子・佐原和人 「LIFE」
ホステル1階の共用部を活用したギャラリー。水墨、油彩、水彩とそれ

ぞれに異なる表現で身のまわりの風景を描く2人が、寿町の日常に寄

り添いながら作品を展示します。

※いしかわかずはるによる常設作品も

ご覧いただけます。

会 期 3月28日（日）～6月26日（土）

 12:00～18:00

※初日18:00より、展覧会オープンと

常設作品の完成を記念して、3名の

アーティストを囲みながらささやかな

パーティーを開催いたします。（無料）

会 場 Porto Gallery

 （横浜市中区松影町3-10-3 1F）

 http://porotg.exblog.jp
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第3 6次寿越冬闘争の最終日、1月4日の「中福祉行動」（生活保護

受給希望者の申請手続き付き添い）には、北仲スクール「寿町フィー

ルドワーク」参加者や九州のアーティストたちなど、多彩な顔ぶれの

ボランティアが同行した。彼らの大半は越冬初参加で、生活保護制

度に関する事前の知識も一般程度にしかなかったが、数日前まで野

宿生活をしていた男性たちに一人ずつ付き添い、申請の結果が出る

までの過程を見届けた。申請者の境遇や心情に共感し、申請が通っ

たことを一緒になって喜ぶ者あり、不安感を抱えたまま申請窓口に赴

く者ありと、さまざまな光景が見られた。炊き出しやパトロールでは野

宿者との個人的なやり取りはなかなかできないが、こうした場では否

応なく一対一のコミュニケーションをとらざるを得ない。そして、多くの

参加者はまだ感情的に未消化な部分がありながらも、寿越冬で社会

問題の末端に間近で触れたことに新鮮な驚きを感じていたようだ。

̶  山本薫子（首都大学東京  准教授）

今年もまた寿町界隈で年を越した。大晦日の夜、去年と同じように越

冬本部がある公園に向かった。1974年にはじまった寿町の越冬闘

争は今年で３６回目を迎える。主な活動内容は炊き出し、医療・生活・

法律に関する相談受付、野宿者へのパトロールの3本柱で、そうした

活動の本部になっているのが公園内に作られたプレハブ小屋だ。そ

こがパトロールの出発と集約の場所を兼ねていた。

　集合時間である21時、公園内はすでに数十人の人々が集まって、知

り合い同士もそうでもない人も思い思いに身を寄せ合っていた。越冬パ

トロールは、昨年末にはじめて体験している。軍手をポケットにつっこみ、

来るべき外回りに備えて防寒対策も十分にしてきたつもりだ。

　越冬パトロールとは、スープや毛布、寿町の越冬闘争に関するチ

ラシなどを周辺の野宿生活者に配布していく活動のことを指す。横

浜市内の野宿者は分散しているものの、住み着いている場所はおお

よそ決まっていて、越冬パトロールでは、「寿町」、「横浜駅」、「横浜

広域」という3班に分かれて行動する。ぼくは寿町班に振り分けられ、

大きな二重鍋に入ったスープや幾重の毛布を載せたリヤカーと共に

児童公園を出発した。去年は配布物の中に使い捨てカイロがあった

が、今年はなかった。しかし、その代わりにミカンがあった。ぼくたちは

温かいスープと共に、不揃いなミカンを配り歩くことになった。

　公園からセンター周辺、横浜文化体育館前、日の出公園、大通り

公園を通って横浜市教育文化センター、関内駅へと続き、横浜スタ

ジアムで解散となる例年通りのルートを通りながら、「こんばんは、寿

の越冬パトロールで来ました」と野宿者に声をかけていく。

　昨年に比べて野宿者の数の増減はあまりなく、人数も平年並み。た

だ、派遣村が話題になった昨年は野宿者に若者や夫婦などを見かけた

りもしたが、今年は「え、あなたも？」という雰囲気の人は少なかった。

　いつのまにか大通り公園のモニュメントが撤去されてなくなってい

た。昨年はここに一軒のダンボールハウスがあったのを覚えている。

ほとんど変わっていないと思っていた街の風景は、何かがずれたよう

に少しずつ変化している。

　横浜スタジアムでパトロールを終え、寿町で集約会議をおこなう

人々と別れて、ぼくは中華街へ向かった。山下公園で汽笛を聞くこと

も考えたが、ダンボールの家を回った後に、港で汽笛なんて、なんだ

か寂しすぎる。

　もうすぐ日付が変わろうという時間、中華街は人で溢れていた。中

華街で旧正月が祝われるのは有名だが、日本の正月も彼らは気前よ

く祝ってくれる。何か舞踊が見られるというので小学校のグラウンドに

行くと、ステージの上で派手な獅子舞が舞っていた。やがて、年越し

のカウントダウンがはじまり、街のあちこちから爆竹の凄まじい破裂音

が聞こえはじめた、いつのまにか新年を迎えていた。街角には硝煙に

よるモヤがかかり、火薬の臭いが鼻についた。カップルたちははしゃ

ぎ、爆竹の音はそれからしばらく鳴りやまない。ちょうど一年前に過ご

したドヤの静かな年明けとは対照的だった。きっとあの町は昨日と変

わらない静かな夜を迎えているだろう。あと数時間で夜が明ける。そし

て、また変わらない明日がはじまるはずだ。

「寿越冬闘争」は、オイルショックにともなって増加した日雇い労働者

の野宿に対応するため1974年から開始され、今日に至るまで毎年

末年始に行われている。現在は、年末年始期間だけの一時的な宿泊

施設を野宿生活者らに提供すると同時に、炊き出し（雑炊、年越しそ

ばなど）や夜間のパトロール（町内の他に横浜駅、関内駅などで野宿

者の安全と健康を見守る）、各種相談（生活、医療、法律など）、演芸

会などを実施している。実行委員会メンバーは、労働組合、キリスト

教会関係者など長年にわたって寿町での地域活動に関わってきた

人々が中心となっており、その他にも毎年多くの学生、社会人たちが

ボランティアとして参加している。

第36次寿越冬闘争

REPORT


